
令和６年度第７回 

朝霞市障害者自立支援協議会専門部会（こども部会） 

次   第 
 
            日 時  令和７年２月１９日（水） 
                 午後３時から午後５時まで 
            会 場  朝霞市役所 ４階 ４０１会議室 
            

１ 開 会 

 

２ 議 題 

（１）医療的ケア児の支援について 

（２）ご意見シートについて意見交換等 

（３）今後のこども部会について 

（４）その他 

 

３ 閉 会 
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令和７年２月１９日（水） 

令和６年度第７回朝霞市障害者自立支援協議会専門部会（こども） 専用メモ 

 ※部会での話の中で気になったこと・思いついたことなど、記録用に自由にご記入ください。 

皆さんのメモが、今後の部会の進展の足掛かりになるかもしれません。 

議題（１）医療的ケア児の支援について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
議題（２）ご意見シートについて意見交換等 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料 １－１ 



差し支えなければ、メモをご提出いただくか、コピーを取らせてください。よろしくお願いします。 

議題（３）今後のこども部会について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題（４）その他 

 

 

＊自由欄＊ 



（議題１）医療的ケア児の支援について        資料１－２ 

  

●朝霞市の現状：医療的ケア児 30人（R7.1.1 現在：障害福祉課で把握のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

●医療的ケア児の把握方法（主な制度） 

 制度 内容等 

 

障害福祉課 

身体障害者手帳 何らかの（身体）障害が固定した方に交付。 

育成医療 手術等にかかる費用を公費負担する制度。対象は 18 才

未満。 

日常生活用具の給付 たん吸引器、ネブライザー等。 

訪問看護情報提供書 訪問看護ステーションからの報告。 

障害児サービス 医療型短期入所、居宅介護、計画相談支援等。 

＊医療的ケア児コーディネーターとの連携 

重症心身障害児（者）

短期入所 

心身障害児総合医療療育センターで短期入所１床を確

保（４市で委託契約）。 

難病見舞金 小児慢性特定疾患医療費給付制度の受給者が対象。 

各種手当 特別児童扶養手当、障害児福祉手当等。 

 

健康づくり課 

未熟児養育医療 身体が未熟なまま生まれ、入院治療が必要と認められた

乳児（1才未満）の医療費を公費負担する制度。 

新生児訪問 生後 4 か月未満の赤ちゃんがいるすべての家庭に助産

師・保健師が訪問。 

出生連絡票 母子健康手帳交付時に出生連絡票（ハガキ）を渡し、出

生後に健康づくり課に送付してもらう。 

医療機関からの退院連絡票 必要時、医療機関から送付される。 

朝霞保健所 小児慢性特定疾病医

療費給付制度 

対象疾病（788 疾患）の医療費を公費負担する制度。申

請は 18 才未満まで（20才未満まで延長可）。 

＜必要時連絡＞ 

家族より連絡 

関係機関より連絡 

（庁内）健康づくり課、生活援護課、保育課、こども未来課、教育指導課、教育管理課 等 

（庁外）朝霞保健所、医療機関、訪問看護ステーション、計画相談支援事業所 等 

・内容：人工呼吸器 5 人、気管切開 5 人、在宅酸素 5 人、吸引 10 人、人工膀胱 1人、定期導尿 3 人 

    経管栄養 13 人（うち、経管栄養のみ 5 人）、浣腸 1 人、てんかん発作 5 人 

 ＊複数利用 8人 

・年齢区分：未就学児 14人、小学生 9 人、中学生 5 人、高校生 2人 

・申請しているサービス：身体介護 8 人、短期入所 11人、 

児童発達 12 人、放課後等デイ 12 人、保育所等訪問 1 人、未利用 3 人 



医療的ケア児者とは、次のような状態が 6 か月以上継続する障害児者とする。 

 

 項   目 

１ 
人工呼吸器（鼻マスク式補助換気法、ハイフローセラピー、間歇的陽圧吸入法、 

排痰補助装置及び高頻度胸壁振動装置を含む。）の管理 

２ 気管切開の管理 

３ 鼻咽頭エアウェイの管理 

４ 酸素療法 

５ 吸引（口鼻腔又は気管内吸引に限る。） 

６ ネブライザーの管理 

７ 経管栄養 
経鼻胃管、胃瘻、経鼻腸管、経胃瘻腸管、腸瘻又は食道瘻 

持続経管注入ポンプ使用 

８ 中心静脈カテーテルの管理（中心静脈栄養、肺高血圧症治療薬、麻薬等） 

９ 
皮下注射（インスリン、麻薬等の注射含む。） 

持続皮下注射ポンプの使用 

１０ 血糖測定（持続血糖測定器による血糖測定含む。） 

１１ 持続的な透析（血液透析、腹膜透析等） 

１２ 導尿 
間歇的導尿 

持続的導尿（尿道留置カテーテル、膀胱瘻、腎瘻又は尿路ストーマ） 

１３ 排便管理 

消化管ストーマの利用 

摘便又は洗腸 

浣腸※１ 

１４ 痙攣時における座薬挿入、吸引、酸素投与又は迷走神経刺激装置の作動等の処置 

 

※１ 市販のディスポーザブルグリセリン浣腸器（挿入部の長さがおおむね５センチメートル以上

６センチメートル以下のものであって、グリセリンの濃度が 50%程度であり、かつ、容量が、

成人を対象とする場合にあってはおおむね 40 グラム以下、６歳以上 12歳未満の小児を対象

とする場合にあってはおおむね 20 グラム以下、１歳以上６歳未満の幼児を対象とする場合

にあってはおおむね 10 グラム以下、０歳の乳児を対象とする場合にあってはおおむね５グ

ラム以下のものをいう。）を用いて浣腸を施す場合を除く。 



医療的ケア児等コーディ ネーター

社会福祉士 丹野良子 1

2025年2月19日（ 水）
令和6年度 第7回朝霞市障害者自立支援協議会（ こども部会）

資料１－３



埼玉県内の医療的ケア基礎情報

R5年度部会 R６年度部会

① 医療的ケア児の人数（市町村調べ） ８６０人（R5.4） ８２５人（R６.4）

②
重度心身障害児者の人数（市町村調べ）
※医ケア児者含む、①と重複あり

２，９０９人（R５.4） ２，７８０人（R６.4）

③ 医療的ケア児支援のための協議の場の設置状況
４６市町 ５３市町

（R５.３） （R６.４）

④ 医療的ケア児コーディネーターの配置状況
５２市町・１２９人 ５５市町・１７３人

（R５.３） （R６.４）

⑤ レスパイトケア実施短期入所事業所数（老健含む）
２８か所 ２９か所

（R５.５） （R５.１０）

⑥ 医療的ケア児に対して訪問診療を行う医療機関数
２０か所 ２０か所

（R４.１０） （R６.４）

⑦
訪問看護事業所数 ２６２か所 ２６５か所
（うち小児患者に対応できる訪問看護事業所数） （R４.10） （R６.４）

⑧ 医療的ケア児に対応できる保育所数
２４施設（17市町） ２６施設（１８市町）

（R３） （R４）

⑨
公立特別支援学校及び市町村立小・中学校等における医療的
ケア児数（さいたま市含む）

特支３８３人（R４） 特支４１６人（R５）

小中  ４７人（R４） 小中  ５３人（R５）

⑩
公立特別支援学校及び市町村立小・中学校等における看護師
配置数（さいたま市含む）

特支  ７４人（R４） 特支  ９３人（R５）

小中  ４０人（R４） 小中  ５０人（R５）

（幼稚園1名含む）

⑪
公立の特別支援学校及び市町村立小・中学校等における人工
呼吸器を使用している通学生数（さいたま市除く）

特支  ２０人（R４） 特支  １８人（R５）

小中    ０人（R４） 小中    ０人（R５）
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情報（障がい福祉サービス等の機関・施設に関すること）

10%

障がい福祉サービス等の利用希望
（ショートステイ・訪問看護等）

14%

保育全般（保育所通所、保育所に関する
情報提供）
8%

教育全般（就学・通学・学校生活に関すること）

10%

勉強会、研修、会議の依頼
28%

その他
15%

相談傾向
2024.4~12月
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0歳
4 %

未就学
2 3 %

小学生
9 %

中学生
2 %

1 8歳以上
8%

不明:該当無し
5 4 %

年齢区分
2024.4〜12月

未就学のお子さんの事で
保護者の方や、 担当する
事業者の方からのご相談が

多いこと がわかり ます
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最近の相談内容

ご家族
から

他県から埼玉県内への転入。医療的ケア児の就学や入園の体制について。手続きにつ
いて。

学校や県・市への意見・要望について

居住地には保育園での医ケア受け入れが無い。職場付近の市の受け入れ状況、母子分
離の児童発達支援を教えてほしい。保育園があれば転居も検討している。

事業所
から

18歳以下の児の重度訪問介護の利用について

気切・呼吸器の児の痰が硬くカニューレが詰まり気味。親からは、詰まりそうになっ
たらカニューレ交換をしてほしいと希望があるが、交換処置を行っても良いのか。

気切や人工呼吸器の児の入浴方法について。カルガモの家に見学に行きたい。
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かけはしの取り 組み
～出前講座編～

専門職による講義

・ 特別支援学校の教職員
・ 保育園の保育・ 看護職員
・ 特定短期入所室のPT
・ 市内通所事業所看護師
・ 公立学校の教職員
・ 公立学校の校長、 教頭
・ 保健所管内の支援者

など

特別支援学校の教職員研修講師として
理学療法士が参加

呼吸リハビリについての講義と実技を行いました
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かけはしの取り組み
～現場実習編～

カルガモの家の特定短期入所室
おひさまルームとリハビリ室での半日研修

実際に職員がどう対応しているのか見ていただきます

おひさまルームで実習

・ 日中一時支援事業所
・ 児童発達支援事業所
・ 放課後等デイサービス
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かけはしの取り組み
～社会資源の発掘・ 事業所訪問編～

訪問による交流と事業所把握

・ 保育園
・ 特別支援学校
・ 児童発達支援センター
・ 放課後等デイサービス
・ 生活介護事業所
・ 医療型障害児入所施設

さいたま市 川越市 上尾市 志木市 富士見市
ふじ み野市 所沢市 三芳町 鶴ヶ島市 坂戸市

県センター職員も一緒に行きました。
直接現場を見ることでしかわからな
いことも多く、県政にも役立ててい

きたいです。



医療的ケア児者の写真展を
イオンタウンふじみ野で開催しま
した。 たく さんの方が来場してく
れました！

9

かけはしの取り組み
～イベント 編～
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ご清聴あり がと う ございました

医療型障害児入所施設 カルガモの家
〒350-0844 川越市鴨田1930-1 049-225-5770

ikea-center@karugamo.or.jp

mailto:ikea-center@karugamo.or.jp


こども部会 ご意見シートのまとめ 資料２−１

ファミリー
サポート

・医ケア児が入れる放デイが少ない
・児童の短期入所について
・訪問型在宅レスパイトケア事業（訪問看護が数時間家に
来て預かってくれる）などあるとよい。

・障害を抱えた児童が保育を受ける権利の中で、まず一番
優先される仕組みへ
保育に欠ける要件の中で、障害がある方を一番点数を高く
し、さらにどの保育所も応諾義務であるため受け入れる準
備をしなければならないとしっかりと市が保育所へ促す。
朝霞の子供たちへの保育
「主体的な学び」「協同的な学び」に加え、インクルーシ
ブな環境構築をぜひ保育グランドデザインを策定してほし
い。

医療的ケア児関係
・働きながら医療的ケアのお子さんを育てている方もいる。
医ケアの子を受けてくれる保育園や家族のレスパイトとし
て一時預かりができる場所があると良い。

・新規利用に関する問い合わせがとにかく多く対応しきれ
ない。

医療的ケア児支援センターの有効活用
埼玉県障害者支援課からの情報提供
・各医療的ケア児支援センターからのエスカレーション報告まとめ
・課題解決に向けた検討事項
・今後の施策展開について

高いニーズに反して低利用のレスパイトの課題を探る
朝霞地域（埼玉病院等）で対応してるレスパイトの申し込みルート・情報公
開状況についての報告

現状、医療的ケア児の要支援台帳登録が完了していないという課題をDXに
よって改善したい
スマホ市役所「Gov Tech Express」を活用した避難所管理の導入検討→市への
提言作成
・既存の避難所DXサービスに福祉避難所開設要請機能を付加
・避難行動要支援台帳の簡易版登録/変更機能を付加
県内Gov Tech Express導入状況：和光市・入間市・秩父市・戸田市・毛呂山
町・行田市・宮代町・美里町・上里町

・ペアレントトレーニングの機会を増やす。保育所幼稚園にも
案内を促す。

・学校生活がうまくいかず悩みを抱えてる親御さんも多い。
学校と家庭を結ぶ機関があるとよい。

・親が養育できないとなった場合の支援について。

保育園・幼稚園など直接関わる事業所と福祉の連携

・療育現場と教育現場での対応の仕方が変わってくると
子供も混乱すると思うのでこの辺りの連携がスムーズに
とれるとよい。

・支援級（通常級）に様々な特性、支援の必要なお子さん
がいる。身辺自立ができていない。他害がある、座って
いられない等々、先生に求められるものも大きいと感じ
る。学校生活の中で問題行動となり母から相談を受ける
ことも多い。学校と福祉の連携がうまく出来ないか。

・こども部会の中にさらに細かい部会（プロジェクトチーム）があると、
より具体的に課題に取り組めるのではないか。
例：「幼保と児発」「子育て部会、教育と福祉部会」「医ケア児部会」

・『支援の必要な子供の関係機関』表の作成

当事者参加型会議の試行
傍聴者（当事者）がいるところでの出張会議開催
例：児童発達支援センター・和光特別支援学校

障害児の受入格差をなくす取組み
・公立・民間園合同園長会での講演会
（元気キッズの事例報告）グループワークの実施

↓ 具体的に…

児童発達支援センター等での研修会
実地とグループワークを兼ねた座学だけではない形
民間保育園と公立保育園、合同での施設長会議
→顔が見える関係性になることで、お互いが誠意をもって接するこ
とができる。朝霞市共通の課題をシェア。障害児支援の取り組み
を先じて行っている施設からの情報の共有。

・就学後、どのように福祉サービスを
利用していくのか気がかり。

・学校や医療関係との連携が難しいと感じている。
・担当者会議で顔合わせをし、情報共有を行う
ことがあるが年に一回あるかないか程度で、
継続した情報共有にはなってないと感じる。

児童発達支援・放デイ 親支援

設備・資源

情報の活用

部会

連携

幼保→小学１年生への移行期
小学校に入り、うまくいかない
ケースあり、幼保から引き継ぎ
や児発で行っていた支援の伝達
ができる場があるとよい。

支援者のスキルアップ

児童への対応が
複雑化

加配児の増加

保育士の不足

医療機関の問題

親との相談関係
の構築

就学時健診・就学相談
子ども相談室
さわやか相談室

スクールカウンセラー
スクールソーシャルワーカー

子育て支援センター
児童館…

家庭児童相談室
ペアレントトレーニング

各種相談など

子育て相談

養育支援訪問事業
ショートステイ

乳幼児健診
親子グループ
各種相談など

母子包括支援センター
母子手帳の交付
妊婦健診・新生児訪問

通級指導
特別支援

教育

関係機関との
共通認識

連絡会議

個別支援会議

子どもの発育・発達

ニードの把握
優先順位

令和６年７月３日 講演会
発達に課題のあるこどもの支
援について〜地域で考える〜
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